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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会福祉学 
キーワード：社会福祉関係、ソーシャルワーク、社会福祉援助技術 
 
１．研究計画の概要 
 「社会福祉士及び介護福祉士法」の成立か
ら 20 年以上が経過し、専門職の増加ととも
に社会福祉の専門性の意義は一般に認知さ
れてきたといえる。また、平成 19 年の改正
によって実習と連動した実践教育の強化や、
より質の高い専門職養成のための演習の充
実が求められるようになってきた。しかし一
方で、そこでの養成プログラムの検討に関し
ては始まったばかりである。 
 そこで本研究の目的は、こうした社会的養
成に応えるためにソーシャルワークの質の
向上（質の高い専門職養成）を目指した新た
な教育方法の構築をすすめることにある。そ
のため、まずは研修方法とプログラムの開発
の現状や先行研究の考察をふまえ、新たな提
案を考えていくうえでの計画を作成してき
た。具体的には、次の 4 点について明らかに
することを目的とした。 
（１）先行研究による研修・演習の状況 

①わが国および諸外国の状況と問題 
②概念、方法、プログラム展開などの整理 

（２）調査による研修・演習の状況理解 
 ①統計にみる理解（受講生への調査） 
 ②事例や研修内容にみる理解 
（３）演習と研修の特徴からの教材開発 
 ①事例づくり 
 ②ワークシートやツールの開発 
（４）ソーシャルワーク教育における研修シ

ステムの定式化 
 ①新たなソーシャルワーク教育概念や構

成要素の整理 
 ②（１）～（３）をふまえたシステムモデ

ルの作成 
 
 

２．研究の進捗状況 
 本研究課題で得られた成果については、諸
外国と日本の先行研究の渉猟からわが国の
現状を明確にし、理論的整理と実践的検討を
すすめてきた。具体的には、研究計画の概要
にそってその成果を解説したい。 
（１）先行研究による研修・演習の状況 
 諸外国およびわが国の文献等による先行
研究を渉猟して、①わが国における研修・演
習は個人の担当者の裁量によってなされて
いる状況であり、そのため受講生の質の担保
ができない問題や、研修・演習担当教員の少
なさと専門性の問題が明らかになった。また、
②理論的整理のなかでは、教える人、学ぶ人、
演習内容、演習をとりまく環境の 4 つの項目
を視野に入れることの必要性を明示した。 
（２）調査による研修・演習の状況理解 
 ①統計にみる理解では、全国社会福祉協議
会中央福祉学院の社会福祉主事研修の受講
者 253 名にアンケートを行い、ソーシャルワ
ーク特有の用語の難しさや、理論と実践をつ
なぐ能力の問題を明らかにしてきた。また、
②事例や研修内容にみる理解では、特に毎年、
研究分担者も含めてそれぞれが行っている
研修での受講生の理解の問題とともに研究
代表者が行った演習担当教員の講習会で教
える人の側の問題（能力、姿勢、意欲など）
も明らかになった。 
（３）演習と研修の特徴からの教材開発 
 ここについては、大学の演習や実践者の研
修のなかでワークシートやツールの開発を
行ってきている。特に、受講生の能力（発想
力、創造力、応用力、展開力など）を育成す
るためのワークシートの作成については蓄
積されてきていると考えている。 
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（４）ソーシャルワーク教育における研修と
システムの定式化 

 ここに関しては、（１）～（３）をふまえ
て概念や展開モデルの整理を行っていると
ころである。 
 
３．現在までの達成度 
 現在までの達成度に関しては、区分②概ね
順調に進展している。なぜなら、当初の計画
は先行研究による現状と問題をふまえて新
たな研修・演習やプログラムづくりのモデル
を理論から実践展開という一貫した流れで
すすめられているからである。また、毎年そ
の成果を学会で報告しており、最終年はそれ
らの内容を含めた出版を予定しているので、
その進展は目に見えた形ですすんでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策については、
研究計画で未だ十分達成できていない事例
やワークシート作成の積み上げに焦点をお
きたい。そして、その演習プログラムやシス
テムに関する検討は、当初予定していた自主
企画のワークショップでの検証から大学や
既存の研修のなかでの検討に変更していく
ことを考えている。なぜなら、その方が残り
１年での実施と達成可能な方策であると考
えるからである。また、本研究の報告書とは
別に、研究分担者も含めた出版（ミネルヴァ
書房）を予定し執筆している状況である。そ
のなかでも研修システムの定式化を明示し
ていきたい。 
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